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Synopsis 
This paper is a report on the interview survey on the activities of BPBD (Badan 
Penanggulangan Bencana Daerah = Regional Disaster Management Agency in Indonesia) 
during a volcanic crisis of Agung in Bali, Indonesia in 2017. We visited four BPBD offices 
and an evacuation center managed by PMI (Indonesia Red Cross) in Bali state in March 
2018 and conducted interviews. We focused on the well-organized evacuation from 
hazardous areas and prolonged stay in evacuation centers, which were managed by BPBD. 
More than one hundred and forty thousand people living on the foot of Agung Volcano 
were evacuated when seismic activities beneath Agung Volcano, which were the signal of 
upcoming eruptions, have elevated in the middle of September in 2017. The evacuees kept 
away from Agung Volcano even though the first small-scale eruptions occurred two months 

















































訪問日時：2017年 3月 5日午前 10時-12時 30分 
場所：バリ州 BPBD/UPT PUSDALOPS 
(Badan Penanggulangan Bencana Daerah / PUSDALOPS PB 




    グレン・バリ州防災局防災専門官兼バリ州PMI 




















































ん．9 月 22 日にアワスになり，10 月 29 日にシアガに
戻りました．今はレベル 3・シアガです．10 月 22 日
までの避難者の人数を示してあります．2 月 4 日から
山頂から 4 キロまでが規制区域です．こちらは家畜の
避難です．こちらは衛生関連の情報です．A は病院に
行った人数で 3 万 7347 人，B は病院に滞在した人数
246 人，C は避難所にある救護所 4757 人，D は避難
後に体調が悪くなって死んだ人数で 69 人です．避難所





です．一人一日分 400 グラムで，全体では 1 か月分で























































































































するようにしています．2018 年 3 月 8 日午後 6 時の
最新の報告によるとバリ全体で 1750 人の避難者がい

























のでホテルでもやっています．2014 年から 45 ホテル










































































































































































































から 2 時間半くらいです． 












































































































訪問日時：2017年 3月 5日午前 2時-3時 30分 
場所：バリ州カランガサム県ルンダン地域 
   (Rendang, Karangasem, Bali) 
対応者：グレン・バリ州 PMI副所長 
        スクワマ氏，ニューマン氏，アランディプス 








 久利：ここはカランガサム PMI の職員が運営してい
るのですか？ それとも県のスタッフですか？ 
 PMI：カランガサム PMI とカランガサム県の自治体
職員の両方が入っています．バリ州の職員もいます．
24 時間対応するのは，カランガサム PMI とバリ州
PMI の職員です．他の県の人達も手伝ってくれました． 
 久利：PMI の正規職員は全体で何人くらいですか？ 
ボランティア以外の直接，所属している職員という意
味です． 










                                                   
2PMI(インドネシア赤十字)が支援をする避難所であり，





































 PMI：135 世帯 519 人です． 
 石峯：建物はいくつありますか？  






















































 久利：クシンバルは 4 キロの規制地域の中にある集
落ですか？ 
























 PMI：主に 2 点です．一つはトイレです．スフェア
基準では 25m 間隔で設置することになっていますが，



































































































 吉本：自分の家が 4 キロの規制区域の内側にあって
も入れるということですね？ 
 PMI：はい．入れます． 














































































































































































 イダバグース：カランガサム BPBD は 2011 年 11








ンドネシア全体で 93 位，バリ島の中では 1 位とされ
ています．非常に危険な地域ということです．2017 年
2 月には大きな洪水が起き，124 棟の建物が壊れてし

























































































































6 時と昼の 12 時ごろのように 6 時間に 1 回，避難者と
の情報のやり取りをします． 



































































で 700 人くらいになります． 





















































































































 イダバグース：さきほど質問のあった 75 のデサに
いくつぐらいのバンジャールがあるのかという件につ














































































































































































































 久利：今，最優先させる住民が 4 キロから 6 キロの
方とのお話がありましたが，4 キロよりも近くには住
んでいる住民がいないため，アグン山の最も近くに住
んでいるのが，4 キロから 6 キロの区域ということで
よろしいですか？ 
 イダバグース：すいません．最優先は頂上から 4 キ
ロまでです． 





































から 6 キロの住民の人口で，それは 4 万 9485 人です． 
 久利：すごい人数ですね． 
























































ました．例えば，当時の 2 万 4000 人の避難者のため
にはお米が一人当たり 1 日 0.4 キロ，必要でした．2









人に減少し，11 月には 3000 人となっていました．噴
火後，アワスになった後の 12 月と 1 月の避難者数は 1
























































サに避難しました．43 デサには 118 の避難所がありま
す． 




























































































































































県でテントが 10 枚必要な場合には，バリ州の BPBD
に依頼するのではなく，直接，バンリ県やタバナン県
に依頼します．その方が対応が早くできるからです．




















































































 吉本：9 月ですか？ 9 月には噴火は起きていないの
ではないですか？ 

















































































 ウィディアダ：クルンクン県の BPBD です． 
 吉本：訓練の研究内容や教材は，バリ州の BPBD の
訓練で使っていたものを用いるということですか？ 








































 ウィディアダ：はい．総数で 300 頭ほどの家畜が避
難しています．牛，豚，馬，山羊が避難しています．
他に質問はありますか？ 












































































でなく，BNPB やバリ州の BPBD，PMI からも提供し
ていただきました．総数で 2 万枚のマスクを配りまし
た． 
 藤井：9 月ですか？ 
 アグス：はい．9 月 27 日です． 
 久利：27 日？ それは噴火したときですか？ それ
とも避難したときですか？ 11 月の 25，26，27 日に
噴火して，26，27 日の噴火が大きかったはずです．9
月には噴火していないと思いますが？ 
 アグス：記憶があいまいでしたが，11 月ですね． 





 杉安：アグン山の噴火の前後で BPBD のスタッフを
増員したのかどうかについても教えてください． 
 アグス：バンリ県 BPBD のスタッフの数は 19 人で
す．バンリ県の人口は約 20 万人です． 
 吉本：BPBD のスタッフは皆，常勤ですか？ 
















 アグス：話が少し前に戻ってしまいますが，9 月 19
日のまだ噴火警戒レベルがシアガの段階で，BNPB，
バリ州BPBD，カランガサム県BPBD，バンリ県BPBD，















































とは言え，避難者数がピークになった 9 月 25 日には




















































































































































































































































 藤井：霧島？ はい，霧島の新燃岳が噴火しました． 
 石峯：霧島は，私のいる鹿児島県の火山です． 
 総務部長：：今は，どのような状態ですか？ 
 藤井：今は火口の中で溶岩があふれてきていて，火
口を埋めている最中です．直径 800ｍの火口を 2011
年の噴火のときに溶岩が埋め立てたのですが，現在は，
そこにさらに溶岩が上がってきていて，もう少しした
ら，あふれそうという状態です． 
 総務部長：分かりました．これからレストランにお
連れしたいと思います． 
 藤井：ああ，そうですか． 
 総務部長：まずは写真を撮りましょう．彼は，日本
のことが好きで少林寺拳法をやっています． 
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